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◆ 渋 佐 萱 浜 地 区 海 岸 の 進 捗 状 況 を お 知 ら せ し ま す ! ！

福島県南相馬市

※当事業監督員のコメント
（愛知県からの派遣職員山本主査）

“愛知県より参りました。
福島県のために一生懸命に
頑張ります”

断 面 図

至 相馬

渋佐萱浜地区海岸

至 いわき

位 置 図

当事務所では、震災の津波で被災した渋佐萱浜海岸堤防約２.８km（南相馬市）を復旧

しており、平成３０年６月開催の全国植樹祭に向け、約９５％が完了しております。

数十年～百数十年の頻度で発生する津波などに対応できるよう、堤防の高さを震災前から

１ｍ高くし、T.P.+７.２mとしました。また、コンクリートを厚くするなど、津波に対し

て粘り強い構造にしています。一日も早く堤防工事を完成させ、災害に強く、安全・安心

の向上につながる生活環境の整備に努めてまいります。

◆ 八 木 沢 ト ン ネ ル が 平 成 ２ ９ 年 度 内 に 開 通 し ま す ! !

八木沢工区 L=2,860m

至 福島

福島県南相馬市～飯舘村

施工中の八木沢トンネル

「ふくしま復興再生道路」に位置づけられている県道原町川俣線の

八木沢トンネルについて、トンネル工事が順調に進み、平成２９年度内に

開通できる見込みとなりました。これにより八木沢峠の急カーブ区間や

急勾配が解消されます。

や ぎ さわ

かいばま

冬期の八木沢峠
急カーブ区間

本画像は土木部職員自らがドローンで撮影しました!



◆東日本大震災の災害復旧工事の進捗状況（平成29年11月末）

東日本大震災で被害を受けた当事務所所管の道路、河川、海岸等の災害

復旧工事の進捗状況は右に示すとおりです。

（帰還困難区域で査定が未実施の箇所は含まれていません。率は事業箇所

数で算出した割合です。）

編集者 ： 福島県相双建設事務所 企画調査課 TEL0244-26-1228 FAX0244-26-1197
管内についての詳しい情報は下記ホームページをご覧ください。
◇ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41370a/soso32056.html ◇Facebookはこちらから→

○平成２９年１１月末
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～ 今 月 ( １ ２ 月 ) 開 催 の 地 域 づ く り 活 動 の 紹 介 ～
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◆ 工 事 情 報 共 有 シ ス テ ム 体 験 会 が 開 催 さ れ ま し た ! !

（298箇所）

平成２９年１２月１日に福島県建設業協会相馬支部の主催による

工事情報共有システムの体験会が開催されました。体験会当日は、

業者担当者よりプレゼンテーションが行われ、地元の建設会社

１４社２５名の参加者は、持参したパソコン等により、実際の使い

勝手などを確認しました。システムの普及により、業務効率化が

図られ、復旧復興の加速化に寄与することが期待されます。

◆かえっこバザール〈冬〉のボランティア活動が実施されました！！
平成２９年１２月１０日に南相馬市原町区の「南相馬市市民文化会館」にて、

「かえっこバザール＠ゆめはっと」が開催されました。今回は１２月が「地球

温暖化防止月間」であることや同日にスウェーデンで授賞式が行われた「ノーベル

賞」にちなんだワークショップが開催されました。相双ふるさと応援隊も運営の

ボランティアとして参加し、子ども達と一緒にワークショップを行うことで、

隊員それぞれがあらためて、学びや気づきを得ることができました。

◆若手技術者・女性技術者による意見交換会が開催されました ! !

平成２９年１１月２９日に相双管内の建設業に関わる若手技術者・

女性技術者による意見交換会が開催されました。

当地域では、復旧・復興事業が未だ最盛期を迎える中、若手技術者・

女性技術者の力は必要不可欠となっており、発注者・受注者（測量

設計・建設工事）の垣根を越えて連携することが、今後の復興を

成し遂げるためには必要であるとの観点から、今回の意見交換会は、

「ものづくり」のパートナーとしての信頼関係を構築することを

主な目的として開催されました。当日は、「技術力の向上」や

「若手技術者不足の解消」など、建設業に係る各種テーマに

ついて、官民合同で若手技術者や女性技術者が課題や解決策を

模索し、活発な意見交換が交わされていました。

活発な意見
交換がされた
ドン♪

◆ 災 害 へ の 対 応 状 況

平成２９年１２月１８日～２２日にかけて、本年１０月に発生した台風

２１号による被災箇所の「災害査定」が実施されました。災害査定は国の

査定官等が被害状況を現場等で確認し、復旧工法と工事費用を迅速に決定

する行為です。今回の査定により、二級河川小泉川等、管内１６カ所の被災

箇所について、復旧工法・費用を確定することができました。今後、早期に

工事着手し、一日も早い復旧を目指してまいります。

ワークショップの様子
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